
書式第 12号 (法第 28条関係)

平成30年度  事 業 報 告 書

平成30年4月 1日 から平成31年3月 31日 まで

特定非営利活動法人さとやま学校・東京

1 事業の成果

NI)0と して実質2年 目に入つた2018年度は、昨年度に引き続き食文化を中心とした檜原村の生活文化
についての調査を行い、食文化や農業を中心としたプログラムを実施しました。同時に、スタッフ自
身も地域固有の生活文化に関する知識や技術を学び、今後のプログラムを充実させて行くための経験
を積み重ねることができました。しかし、檜原村の中でも特に交通の便が悪い地区での事業展開とい
うこともあって、ポランティアやスタッフがなかなか定着せず、村外から来た人たち中心で運営して
いくことの難しさを痛感しました。
一方藤倉地区観光振興計画として作った「分散型ホテルFUJI―KURA」 (廃校と空き家を組み合わせて

村全体を使ったホテルを作るという構想)は、多くの人の関心を呼ぶところとなり、実現のためのワ
ークショップをスター トさせることが出来ました。事業を実施していく中で生まれた構想を整理し、
POの ミッションを実現するための組織運営が、次年度へ向けての課題として残りました。

1.檜原村および周辺地域に関する調査研究
昨年に引き続き、檜原村の伝統的な食文化の調査を行 うと共に、新たに観光振興のための調査を行い

ました。

2.檜原村及び周辺地域の伝統的生活文化に関する教育事業
これまで行ってきたプログラムに加えて、食文化に関する新しいテーマの事業も実施し、より幅広

い内容でプログラムを展開することが出来ました。また、依頼に応じて受託事業も実施しました。

3.檜原村及び周辺地域に関する環境教育事業
これまで体験を目的としていた農業活動を、地域の環境保全や景観美化に対しても貢献していく活

動に改め、「斜面畑再生プロジェクト」としての最スター トを試みる予定でしたが、きっかけが掴め
ず、前年度までやり方を継続する形になりました。ボランティアの減少が続いており、事業継続のた
めに何らかの対策が必要となっています。

4.観光振興のための事業
檜原村の観光事業に参加 し、自家産の農産物や伝統的な加工食品を販売することで、観光振興に貢
献しました。藤倉地区観光振興計画である「分散型ホテルFUJI―KURA」 構想を考えるワークショップ
には、新しい人たちの参加が増えて、テーマに対する関心の高さが感じられました。

5.情報発信に関する事業
昨年に引き続き、ニュースレター「さとやま学校だより」の隔月発行、ホームページの公開、FB
ページでの活動紹介等などを行いました。

6.廃校 (旧 藤倉小学校)の活用運営と維持管理
村から賃借している旧藤倉小学校校舎を、POの活動場所として利用しました。またエコツアーの

見学場所、休憩場所としての利用も増えてきました。施設自体が観光スポットとして注目されるよう
になっており、来館者には、地域や学校の歴史についての解説も行 うようになりました。

7.その他 目的を達成するために必要な事業
地域の自然や生活文化の保全再生への協力は、当NPOの 目的の 1つであり、地元 (藤倉地区)か ら

お手伝いの要請のある活動に関しては、可能な限り協力 しました。また、食文化や伝統的な農業に関
して、檜原の他団体、個人の問い合わせに応 じて情報提供を行いま した。



事業名 事 業 内 容
実 施

日 時

実 施

場 所

従事者

の人数

受益対象者

の範囲及び

人   数

事業費の

金額

(千円)

檜原村および

周辺地域に関

す る調査・研

究

檜原村の農 と食文化 に
関する調査

6月 20日

6月 21日

10月 12日

檜原村
(個人宅)

4人
関心ある人
不特定多数

0

檜原 村お よび

周辺地域 の伝

統的生活文化

に関す る教 育

事業

農と食文化講座

5月 3日 6日

8月 1日

9月 30日

10月 28日

11月 11日

12月 15日

12月 231ヨ

3月 3日

檜原村
PO施設及び
地域交流セ

ンター

5人

関心ある人
80人

58

97

檜原村お よび

周辺地域に関

す る環境教育

事業

斜面畑再生プロジェクト
通年81日

檜原村
小沢、藤倉

1人
関心ある人

192人

農業インフラ作り
ワークショップ 通年5日 2人 関心ある人

7人

観光振興のた

めの事業

藤倉地区観光振興計画
作成 7月 14日

檜原村
藤倉

2人 檜原村
藤倉自治会

30人
0

分散型ホテル計画
ワークショップ

1月 20日

2月 4日

3月 2日

檜原村
藤倉

2人
関心ある人

37人
0

檜原村のイベントにて在
来作物の企画販売

4月 8月 2月
檜原村 8人 関心ある人

不特定多数
15

CWキャンプ 5月 檜原村
ⅣO施設

1 関心ある人
11人

情 報 発 信 に

関する事業

ホームページ、ニュー
スレター、フェースブ

ックにおいて活動情報
を提供

通年
檜原村 4人

関心ある人
不特定多数 132

廃校 (旧 藤 倉
小学校 )の 活
用運 営 と維持
管理

ボランティアおよび
エコツアー休憩場所

提供

見学者案内

通年
檜原村
肝)0施設

2人

ボランティ
ア及び

見学者
159人

0

そ の他 目的 を

達成す るた め

に必要な事業

藤倉獅子舞の運営援助
9月 2日

9月 8日

檜原村
藤倉

10

檜原村
藤倉自治会
関係者100人

0

相談業務 通年
檜原村
藤倉

2
関心のある

人 4名
0



書式第13号 (法第28条関係)

収

平成30年度 活動計算書

平成30年4月 1日 から平成31年3月 31日まで

特定非営利活動法人 さとやま学校東京

位 :円 )(

I

1 受取会費
正会員受取会費
賛助会員受取会費
サポーター会員受取会費

2受取寄附金

受取寄附金
施設等曼入評価益

3受取助成金等
受取補助金

4事業収益
伝統教育事業収益
観光振興事業収益

情報発信事業収益

環境教育事業収益
廃校活用運営
その他の事業

5その他収益

収益

受取利忠

経常収益計
I経常費用
1事業費

(1)人件費
給料手当

福利厚生費

人件費計
(2)その他経費

原材料費
広告宣伝費
仕入高

購師謝礼

雑費
事務用品費
消耗品費
諸会費
通信運搬
地代家賃
保険料
交際費
車両費
旅費交通費
その他経費計

事業費計
2管理費

(1)人件費
役員報酬

ｎ

）

科 日 金 額

84,000

78,000

27,000

31,500

0

＾
υ

3.5〔Ю

203,900

9,6〔Ю

200,250

80,000

189,(】 00

557.250

31,500

ｎ

）

10,000

3

787,753

ｎ
）

＾
ｕ

0

0
3,082

33,143

7,000

100

10,000

1,610

2,120

54,428

521

54,115

128,844

8,250

303.213

303,213



給料手当
福利厚生費

ｎ
）

＾
υ

人件費計
(2)その他経費

会議費
外注費
支払手数料
租税公課

旅費交通費
雑費
事務用品費
消耗品費
水道光熱費
地代家賃
通信運搬
荷遺運賃

その他経費計
管理費計

経常費用計
当期経常増減額

Ⅲ 経常外収益

経常外収益計

Ⅳ 経常外費用

186

834 99

経常外費用計

税引前当期正味財産増減額

法人税、住民税及び事業税
当期正味財産増減額

前期繰越正味財産額

ｎ

）

5,999

10,781

170,338

300,000

34,660

《Ю

2,260

5,000

048

600

531,186

＾
ｕ

ｎ

）

ｎ

）

-46,646

ｎ

）

ｎ

）

-46,646

0
-46,646

-481.666

-528.312

1

＾
ｕ



書式第15号 (法第28条関係)

祗 日

I 資産の部

1流動資産

現金預金

立曽金

流 動 資 産 合 計

2固定資産

(1)有形固定資産

有形固定資産計

(2)無形固定資産

無形固定資産計

(3)投資その他の資産

投資その他の資産計

固 定 資 産 合 計

資 産 合 計

I負債の都

1流動彙債

借入金

預り金

流 動 負 債 合 計

2固定負債

固 定 負 債 合 計

負 債 合 計

Ⅲ 正味財産の部

前期繰越正味財産

当期正味財産増減額

正味財産合計

負債及び正味財産合計

211,452

725,192

ｎ
Ｕ

986.644

93

1,464,956

ｎ

〉

1,464,950

ｎ

）

ｎ

）

ｎ
Ｕ

ｎ

ｕ

ｎ

）

250,000

1,214,956

-481.666

-46.646

＾
Ｕ

-528,312

930,644

平成30年度 貸借対照表

平成31年3月 31日 現在

特定非営利活動法人 さとやま学校・東京

＾
υ



書式第16号 (法第20条関係)

平成∞年度 賃借対熙豪

2_  事拿驚損菫の状況

平成30年度 計算書類の注配

特定非営利活動法人 さとやま学校・東京

菫姜な会針方針

計算書目の作成は、NPO法人会計
=串

によつています。

(1)樹卸■産の諄薔二軍及び絆●方法

平成31年3月 ●1日現在、翻口費菫はありません。

(2)固 定責産の減●■却の方法

平成11年3月 ●1日■在、二●償却資産はありません。

(3),1当 金の計上二串

平成

“

年3月 ●1日 現在、主な引当金の計上はありません。

(4)鮨臓の提供等の物的サービスを受けた場合の会計外壇

平成3年3月 01日現在、鮨餃の提供等の物的サービスの提供はありません。

(5)消費税●の会針処理

消費税は税込方式で処理しています。

(単位 :円 )

科 目
伝■敏青
事業

観光●■
事業

情颯発信事
彙

島校活用
運営

環境徴冑
事彙

その他事
彙

事業部日計 管理

“

円 合計

: 経常収盤

1.受取会費

2.受取書附全

3.受取助咸奎●

4. 事業収姜

5.その他収益

経常収菫針

口 経常費用

(1)人汗責

綸料手当

福利厚生費

人件費針

(2)その他経費

凛材料費

議会費

事薔用品費

会議費

外注費

交燎費

仕入富

支払手数料

車口費

地代家■

書遺菫■

保検H
広告宣伝費

用義品費

通信菫搬

旅費交壼費

水道光静費

粗税公繰

義費

その他饉費計

饉常費用針

当期経常増譲饉

0

0

0

aЮ .21Ю

0

|

00 αЮ

0

0

0

0

0

0

0

263.000

0

0

0

3.口,

0

0

O

0.000

0

0

0

557..25()

:00.(1)0

3:・●10

0

0

10000

1",0"

01ユЮ

0

557.2∞

10003

2∞ .250 m.αЮ 260,900 a“Ю 0,000 557.251, 230503 737.753

0

0

0

0

0

0

0

●

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

“

.α

"

02"

1,010

14003

|●23

4000

7.:02

3.002

140“

1∞

17.629

0,000

2.120

“

.428

10.000

0,021

521

2■15

54,1:5

■100

0,002

0

0

21`ゆ

■250

0

“

.曖3

10,000

0

1,10

140“

3■ 143

1∞

521

0

0

0

0

●

5,009

2200

5.0●0

“

0

0

コЮ,α

"
0

O

O

10,7● 1

“

轟Ю

“

Ю

l"β00

0`Ю

54.115

7.000

0,001

2210

5.OЮ0

21`Ю

0250

040

54● 20

010000

0

1,010

12.0,0“

40,“

34,700

021

1".om

“

Ю

0

57,721 14300 13,.026 11Ю

"●
21 2416 303.210 501.186

““

β
"

57,721 1■530 111,026 1∞
".521

2415

“

Ю211 53:,100 鵬

“

000

142.520 664,0 -131.020 203.〔n0 -90021 フ.105 254,()17 -310.003 →●●

“

1



内害 全● 算定方餞

中特になし

(単位 :円 )

内書 期首残高 当珈増加饉 当期減少鶴 期末残高 ●考

●特になし

合計 0 0

6. 固定責産の増減内訳

(単位 :円 )

3. 施設の■供等の枷的サービスの受入の内訳

4.

6. 僣入金の増滅内訳

使途●が

"約
された書隋全■の内R

使途●が

“

的された寄‖全等の内訳(正味財産の増漱及び残高の状況)は以下の通りです。

当法人の工味財産のうち0円 は、下記のように使逮が特定されています。

したがつて使途が倒約されていない正味財壼は全饉です。

円 )

(単位 :円 )

科 日 詢首コ●●ロ 取得 減 少 **-"lrmur 日未饉●●●

有影固定責産

車ロニ臓具

什●■品

彙影固定貴壼

投資その他の資産

敷全

合計

,特になし

＼＼
ヽ、

ヽ
ヽ

役員及びその近颯者との取引の内害

役員及びその近農者との取引は以下の■りです。

(単 円 )

その他特定鼻曽劉活口法人の資壼、■債及び
=味

財産め状田董びに工味財車の増減の状況を明らかにするためにあ
=な0■

事彙費と管理■の:,分方法

事業■と書颯費に繊分する経費はありません。

その他の事彙に係る責産の状脱

その他の事業に優る責産はありません。

科 目 期首残高 当期僣入 当期返済 期末残高

210.(D0 250,(n0

26()000 250,∝Ю

侵員僣入金

合計

■■■
■■■
■■■

科 目

計算●目に
針上された

,ロ

内役員及
び近襲者と
の取ヨ|

2m.∝Ю

l′140"

250,(Ю0

1′ 14,950

:4040"1●

“

,“

(活動計算書)

鮭収入

活動計算●計

(■僣対鳳衰)

僣入金

薇り金

貸僣対口壺計

●



書式第17号 (法第28条関係)

平成30年度 財産目録

平成31年3月 31日 現在

特定非営利活動法人 さとやま学校・東京
瓢 日

資産の部

1流動資産

現金預金

手元現金

銀行普通預金

立書金

立書金

流 動 資 産 合 計

2固定資産
(1)有形固定資産

有形固定資産計

(2)無形固定責産

無形固定資産計

(3)投資その他の資産

投資その他の資産計

固 定 資 産 合 計

資 産 合 計

I負債の部

1流動負債

借入金

預り金

流 動 負 債 合 計

2固定負債

固 定 負 債 合 計

負 債 合 計

正 味 財 産

0

211,452

725,192

ｎ

）

936,644

936.044

＾
Ｕ

ｎ

）

ｈ
Ｕ

ｎ

）

2m.∝Ю

l,214,956

ｎ

）

ｎ

一

1,464,956

1,464,956

-528.312



書式第 18号 (法第 28条関係)

平成30年度 年間役員名簿

30年  4月  1日 から    31年  3月  31日 まで

特定非営利活動法人さとやま学校・東京

役 名 氏    名 住 所 又 は 居 所 就任期間 報酬を受けた

期  間

理事 績求聾i

30年4月 1日

～31年3月 31日

年 月 日

年 月 日

理事 碧ガ三掻
30`年4月 1日

～31年3月 31日

年 月 日

～ 年 月 日

理事 要苗洛父
30年4月 1日

～31年3月 31日

年 月 日

～ 年 月 日

理事 太田昌宏

30年4月 1日

～31年3月 31日

年 月 日

年 月 日

理事 ァ1子 :1:ミ弟年
30年4月 1日

～31年3月 31日

年 月 日

～ 年 月 日

監事
カナオヨシノソ

金尾義則

30年4月 1日

～31年3月 31日

年 月 日

～ 年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

～ 年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

～ 年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日



書式第 4号 (法第 10条 。第 28条関係)

社員のうち10人以上の者の名簿
31年 3月   31日 現在

特定非営利活動法人 さとやま学校・東京

氏   名 住 所 又 は 居 所

1 根本 二郎

2 岩月 ―敏

3 安田 治文

4 川上 玲子

5 大田 昌宏

6 杉 拓也

7 長内 苦

8 佐々木 智子

9 砂田 好正

10 片岡 千尋

11

12




